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研究成果の概要（和文）：①血液透析導入期の9割以上の患者の踵の角質水分量が、亀裂のリスクである20％を
下回っていた。毎日保湿ケアを行っている人はいなかった。血液透析導入により、患者は透析日の入浴/シャワ
ー浴を控え、頻度が減っていた。入浴/シャワー浴の回数の多さは弱いながらも踵の角質水分量の高さと関連し
ていた。
②血液透析の導入期の患者の約6割に爪肥厚が見られた。肥厚した爪は爪切りかニッパーで切っていることが多
かったが、爪肥厚に加え、視力低下、関節可動域、巧緻性等から爪切りが困難であった。
③足部の冷感の自覚がなく、サーモグラフィで足趾の温度低下が見られる患者の中に末梢動脈疾患のサインが見
られた。

研究成果の概要（英文）：Participants of this study were adult patients who had newly introduced 
hemodialysis in a hemodialysis center. Compared with the cutoff point of skin hydration in the 
patients with diabetes at risk of heel fissure, more than 90% of them were below the criteria. 
However, no one used moisturizer daily. Patients who had higher skin moisture tend to bathe 
frequently. 
About 60% of the patients had thickened toenails. They cut their toenails with nail-clippers or 
nippers but had difficulty cutting not only due to thickness of their toe nails but also because of 
their poor eye sight, a reduced rate of range of motion, or lack of coordinated movement. 
All the patients who had sensation of cold feet had low toe temperature. However, some patients 
without sensation of cold feet had low toe temperature and positive signs of Peripheral Arterial 
Disease (PAD). Thermography will be a handy tool to look for PAD at the bedside.

研究分野：臨床看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　皮膚の乾燥、亀裂、出血や掻痒に対する擦過傷は感染症の侵入門戸となり、蜂窩織炎や膿瘍を形成しやすいこ
とが先行研究から明らかにされている。本研究より、血液透析の導入期であっても踵の角質水分量が低く、9割
以上に亀裂のリスクがあることが明らかとなった。
　また、足部の冷感の自覚がなく、サーモグラフィで足趾の温度低下が見られる患者の中に末梢動脈疾患
（PAD）のサインが見られた。無症状から突然潰瘍が発生することがあるため、早期発見が必要であるが、感度
が高いと言われる皮膚組織灌流圧（SPP）を導入している施設は少ない。スクリーニングのために、ベッドサイ
ドで簡便に行えるサーモグラフィの使用可能性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

日本透析医学会の『わが国の慢性透析療法の現状』によると、我が国の慢性透析患者数は

2011 年末に初めて 30 万人を超え、2013 年末には 320,448 人となり、増加が続いていた。

20 年以上の透析患者数、全透析患者に占める割合で 8.0％と漸増し、長期化により様々な合

併症のリスクを抱えながら生活をしていることが予測された。 

透析患者の四肢壊死発生率は、糖尿病足病変やフットケアが重要視されている糖尿病患

者と比較してはるかに高いことが古くから言われている。また、足の血流不良、しびれ、痛

み、歩行困難があるだけでなく、足潰瘍、壊疽に発展し、難治性で生命予後も不良である。

透析患者の下肢末梢動脈疾患は発症率が高く、病変の石灰化と下肢のより末梢に病変があ

るため、治療に難渋すること、下肢の切断を介した死亡率の高さがある（小林、2013）。血

圧脈波検査に加え、皮膚潅流圧による血流の評価にも 2014 年から 100 点の保険点数がつく

ようになった。さらに 2016 年に『下肢末梢動脈疾患指導管理加算（100 点）』が新設され

た。このことから、定期的に患者の血流評価を行うことが国家的にも大変重要である。 

研究者らはこれまで透析患者の足部の観察研究、患者教育を行ってきた。その中で、サー

モグラフィによって足部に炎症所見は糖尿病のある透析患者のみに見られること、透析患

者の足部は非常に乾燥しており、踵部の角質水分量は糖尿病の有無にかかわらず低いこと

を明らかにした。乾燥している人の割合は、分担研究者の大江ら（Oe、2012；Oe、2015）
の研究の糖尿病者の乾燥者の割合より高かった。皮膚科医による全例の足底の写真判定か

ら、肉眼的に半数弱の患者の足底に白癬がある可能性が示唆された。さらに、透析患者の踵

の乾燥と関連がみられたのは白癬のみで、年齢、透析歴、糖尿病の有無、血流障害、知覚障

害等との関連は見られなかった。先行研究によると、皮膚の乾燥、亀裂、出血や掻痒に対す

る擦過傷は感染症の侵入門戸となり、蜂窩織炎や膿瘍を形成しやすいことが知られている

（新城、2003）。そのため、足病変リスクを減らしていく必要があると考えた。 

サーモグラフィを用いて炎症徴候を判定された患者に対し、適切な治療、ケア、患者教育

を行ったところ、炎症所見が消失したという経験があった。そのため、透析患者の足のスク

リーニングを行うことは、早期の治療やケアに結びつき、患者の救肢につながると考えた。 

以上のことから、足のスクリーニングシステムを早急に整備する必要があると考え、研究

をスタートした。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、透析患者における足のスクリーニングシステムを構築するために、透析

施設における足のスクリーニングやフットケアの実施状況や看護師の意識を明らかにする

ことであった。さらに、透析患者に対して足のスクリーニングを行い、足の実態を明らかに

することであった。 
 
３．研究の方法 

20 歳以上の意思決定能力があり、同意が得られた血液透析を新規に導入した患者を対象

とした。重篤な虚血性疾患、不穏、救急、悪性の併存疾患のある者等、医師や看護師が研究

対象者として適切でないと判断した者は除外した。 
対象者の年齢、性別、透析の原因となった疾患、既往等はカルテや患者から情報収集した。

足底の乾燥、亀裂、爪肥厚等の観察を行った。踵の角質水分量はモイスチャーチェッカーを



用いて測定した。患者に足部の冷感の自覚の有無を尋ねた。足部のサーモグラフィを撮影し、

2 度以上足趾の温度が低い場合は温度低下とみなした。ABI、baPWV、%MAP、UT をカル

テから、SPP は測定し、冷感自覚の有無やサーモグラフィによる足趾の温度低下の有無と

比較した。また、入浴やシャワー浴の頻度、保湿ケアや爪切りの実施状況等を質問した。 
 
４．研究成果 
導入期患者の足部の肉眼的所見の例を

図 1 に示す。乾燥が半数程度、爪肥厚は

約 6 割に見られた。肥厚した爪は爪切り

かニッパーで切っていることが多かった

が、爪肥厚に加え、視力低下、関節可動域、

巧緻性等から爪切りが困難であることを

訴えていた。肥厚した爪はガラスの爪や

すりで少しずつ削った方がより安全に実

施できると考えられた。導入時から爪切

り時の外傷予防のフットケア教育が必要

であることが示唆された。 

本研究では、導入期の透析患者の半数以上に足底の乾燥が見られた。モイスチャーチェッ

カーで測定した踵の角質水分量は中央値が 12.2％と低かった。踵の角質水分量と入浴/シャ

ワー浴の頻度には弱いながら正の相関がみられたことから、入浴/シャワー浴の頻度が高い

人は踵の角質水分量が高いことが明らかとなった（図 2）。また、分担研究者の研究(Oe 2018)
で明らかにされている、踵の亀裂のリスクである 20％を下回る者は本研究では 9 割以上で

あった（図 2）。しかし、保湿ケアを行っている人は 0 人であった。 

 

図 2：踵の角質水分量と入浴/シャワー浴の頻度 
 
日本人の 84.9％が毎日入浴/シャワー浴を行い（厚生労働省、2016）、平均は 6 回/週で

ある（廣瀬、2013）。血液透析を開始した患者の入浴/シャワー浴の頻度の中央値は 4 回/
週で「透析が始まる前は毎日入っていたよ。でも、始まったからさ。透析の日は入っちゃ

いけないんだ」と透析日の入浴やシャワー浴を控える傾向が見られた。 

入浴/シャワー浴の頻度が日本人の平均と比較して少ない理由は、透析日に入浴/シャワ

ー浴をしないように指導されていることを守っているためと考えられた。そのため、入浴

爪肥厚 

胼胝 皮膚剥離 

乾燥 

図１. 肉眼的所見の例 



/シャワー浴を増やすように指導することは現実的ではない。しかし、血液透析の導入期で

ありながら、角質水分量が低い人が多く、踵の亀裂のリスクがあるため、保湿ケアを指導

していく必要があることが示唆された。 
撮影したサーモグラフィを図 3 に示す。上段が温度

低下あり、下段が温度低下なしの例である。冷感の自

覚のある患者全員にサーモグラフィで足趾の温度低

下が見られたのに対し、冷感を患者が感じていないに

もかかわらず足趾の温度低下が見られる患者がいた。

その患者の中で PAD の可能性を示す ABI、SPP の低

下や％MAP、UT、baPWV の上昇がみられる人がい

ることが明らかとなった。今回は炎症の同定を行う際

に目安となる 2 度の温度上昇を参考に 2 度の温度低

下を基準としたが、今後サーモグラフィで何度温度差

があれば血流障害を予測できるかの更なる検討が必

要である。 
本研究の結果から、冷感の自覚のなく、サーモグラ

フィで足趾の温度低下が見られる患者において PAD の

サインが見られることが明らかとなった。全国の透析施設が使用している下肢血流検査方

法は ABI が約 3/4、SPP が約 1/4 であった（菊地、2017）。ABI は感度が低く見逃される

可能性がある。SPP は感度が高いが、使用している施設が少ない。そのため、ベッドサイド

で PAD を評価することができる簡便なツールとしてサーモグラフィの使用が期待される。 
本研究の成果は国内外の学会等で発表した。今後は論文化を目指す。 
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